
 1st Day   2012.10.26(Fri) 16:00-18:00
　　　　Enhancing Teaching  
                          映画を素材に、教授方法がどのように変化してきているのかを考えます。

 2nd Day  2012.10.27(Sat) 10:00-16:30
　　　　Principles of, Planning, and Managing Active Learning
                          学生の主体的な学び(active learning)を促進する様々な教授法、授業計画、運営について学びます。

Laura Hahn（ローラ・ハーン）
所 属：Director, Intensive English Institute, College of Liberal Arts 
and Science, University of Illinois at Urbana-Champaign
専門分野：教育心理学　英語教授法　
略歴：イリノイ大学の工学部における教授法のワークショップ
や TA として働く留学生へのトレーニングを数多く開催してい
る。また、インドや南アフリカ、パラグアイなどでも教授法に
関するワークショップを開催する経験を持っている。

Todd Enslen（トッド・エンスレン）
所属：東北大学高等教育開発推進センター語学教育室・講師
専 門 分 野：  応 用 言 語 学 , Curricular Innovation, English for 
Specific Purposes, Business English
略 歴 ： BS ‒ Eastern Illinois University ; MIM  ‒  American 
Graduate School of International Management; MATESOL ‒ 
University of Illinois Urbana-Champaign

2012.10.26(Fri) 16:00-18:00
               & 27(Sat)10:00-16:00
東北大学川内北キャンパス

講義棟Ａ103教室

対象：高等教育機関での授業の経験（最

低１コマ）があること。授業での使用教

授言語は不問。本セミナーは英語で実施

しますので、コミュニケーションをとれ

るレベルの英語力が必要です。

学生が主体的・能動的に学ぶことを active learningと言い

ます。本セミナーでは、学生の主体的に学びを促進するよう

な教授法を英語で行う方法について学ぶことを目的としてい

ます。

講師にはイリノイ大学より教授法の専門家であるローラ・ハー

ン先生と、英語コミュニケーションの専門家であるトッド・

エンスレン先生をお迎えし、学習理論の基礎、主体的な学び

を促進するような授業の設計方法、留学生の多様性を考慮し

た授業の展開の方法などを学びます。

英語で授業：

※参加費:1000円(昼食代)

申込み〆切：2012.10.18(Thus)   |  定員：先着40名(事前申込制)   |  27日のみの参加もOK！


